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東京都千代田区霞が関５－５５－５　　
　　　　　　　　　株式会社コネイン　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　総務　太郎　　
令和元年７月１日付けで認定を受けた革新的データ産業活用計画の令和元年度の実施状況を下記のとおり報告します。
記
１．革新的データ産業活用計画の目標の達成状況
　（１）革新的データ産業活用計画の目標の達成状況（令和元年度末）
　　　　　　令和元年１０月～１２月にかけて各種設備を取得し、１２月に事業を開始した。令和元年度末時点において、○○と比較して生産ロス時間の○％が削減され、生産ラインの生産可能時間が○％増加した。
　　　（２）生産性の向上を示す数値の達成状況（認定計画に記載した数値）
　　　　（例１）投資期間中または事業の用に供した年度のため、生産性目標算出期間に該当しない。
　　　　（例２）【労働生産性】伸び率の年平均の○年間の平均値：○％
（令和○年度：年間生産台数：○万台、営業利益：○億円）
　　　　　　　 【投資利益率】○年間の平均値：○％
（営業利益：○億円、減価償却費：○億円、合計：○億円）
　　　　　　　　　　　　　　　
２．実施した革新的データ産業活用計画の内容
別表　実施した革新的データ産業活用計画の内容及び適用を受けた支援措置の内容
	区　　分　
	計　　　　　画
	実　　　　績

	実施内容等
	（１）独立行政法人中小企業基盤整備
機構による債務保証
（２）特定革新的データ産業活用の実施の予定
（３）課税の特例
　本計画における設備毎の投資額
　　ソフトウェア：○千円
　　器具備品　　：○千円
　　機械装置　　：○千円

	（１）該当なし
（２）該当なし
※該当ありの場合は実施状況を記載
（３）該当あり
・特別償却を適用した投資額
　　ソフトウェア：○千円
　　器具備品　　：○千円
　　機械装置　　：○千円
　・税額控除３％を適用した投資額
　　ソフトウェア：○千円
　　器具備品　　：○千円
　　機械装置　　：○千円
・税額控除５％を適用した投資額
　　ソフトウェア：○千円
　　器具備品　　：○千円
　　機械装置　　：○千円



（備考） 

１．主務大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。
２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
（記載要領）
１．革新的データ産業活用の目標の達成状況
（１）革新的データ産業活用計画の目標の達成状況を要約的に記載する。
（２）生産性の向上を示す数値の達成状況（認定計画に記載した数値を用いる。）を記載する。
２．実施した革新的データ産業活用計画の内容については、別表により、認定革新的データ産業活用事業者が実施した措置等について、計画と実績を対比させてそれぞれ記載する。
　　　（１）社債又は資金の借入れについて独立行政法人中小企業基盤整備機構による債務の保証を受けた場合には、その旨を記載する。
（２） 法第２６条第１項に規定する特定革新的データ産業活用を行う予定としていた場合には、その旨及び実施状況を記載する。
（３）法第２９条に規定する課税の特例を受けた場合には、特別償却３０％を適用した投資額及び税額控除３％又は５％を適用した投資額をそれぞれ機械装置、器具備品又はソフトウェアの区分ごとに記載する。
　　別表
　　　実施した革新的データ産業活用計画の内容及び適用を受けた支援措置の内容
	区　　分　
	計　　　　　画
	実　　　　績

	実施内容等
	
	



